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千種区の木：ハナミズキ　　千種区の花：アジサイ

　各ページにSPコードを載せました。SPコードとは、このコードの中に文字情報を記録することができ、専用の
読取機で読み取ると本紙の内容を「音声で聞く」ことができます。これにより、高齢者や目の不自由な方にもこの
広報紙の情報をご提供できるようになります。(携帯電話で読み取るQRコードではありません｡）
　SPコードをご利用した方がいらっしゃいましたら、千種区社会福祉協議会(TEL.763-1531)までご連絡ください｡

【応募方法】ハガキにクイズの答えと広報紙「はなみずきのまちだより」の感想をお書き
ください。住所・氏名・電話番号・年齢を明記のうえ千種区社会福祉協議会「社協クイ
ズ」係まで。締切は４月３０日(土)とさせていただきます。

本会では、千種区の地域福祉の推進のために寄付金等の受付をしています。
みなさまのあたたかいご協力をお願いいたします。

　平成23年３月11日に発生した東北関東大震災により、被災された方々、ご家族のみなさまに、
心よりお見舞申しあげます。千種区共同募金委員会では、被害に遭われた方々への支援として、
義援金の募集・受付をおこなっております。
　みなさまのご理解とご支援をよろしくお願い申しあげます。

＜問合せ先＞千種区共同募金委員会　　TEL７６３－１５３１

社会福祉法人
名古屋市千種区社会福祉協議会
（千種区在宅サービスセンター内）

〒464-0825／名古屋市千種区西崎町二丁目４番地の１
●お問い合わせ先
TEL 【代表】052-763-1531
 【ボランティアセンター】052-763-1536
 【千種区西部いきいき支援センター】052-763-1530
FAX 052-763-1547
ホームページ      　 http://www.chikusa-shakyo.jp

●公共交通機関のご案内 市バス 金山11号系統（金山-池下) •••••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 栄16号系統（栄-名古屋大学) •••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 名駅17号系統（名古屋駅-名古屋大学) •••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 千種巡回系統（地下鉄自由ヶ丘-地下鉄自由ヶ丘) •• 田代本通 下車徒歩5分

地下鉄 東山線「覚王山」4番出口  または  東山線・名城線「本山」4番出口 下車徒歩10分

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

駐車場がございませんので、
公共交通機関をご利用ください。

千種区
社会福祉
協議会

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

社 協
しゃきょう

①第３０号　　　②第４０号　　　③第５０号

東北関東大震災義援金の募集・受付

☆正解者の中から抽選で１０名に記念品をプレゼントします。

Ｑ. 今回発行の「はなみずきのまちだより」は、何号でしょうか。

SPコード

ご賛同いただいた賛助会費は下記の
事業に使われています。

平成22年度 賛助会費

・株式会社 平安 様
・樫尾クリニック 様

点訳ボランティア養成講座点訳ボランティア養成講座
日　時 平成23年５月９日(月)～７月11日(月) 全10回   10時00分～12時00分　
場　所 千種区社会福祉協議会（千種区西崎町２－４－１）
対　象 講座終了後、区内点訳ボランティアグループにて
 ボランティア活動をしていただける方
定　員 20名（応募者多数の場合は抽選)
参加費 1,700円（教材費・保険料）
申込み ４月27日(水)までに電話にて申し込み
問合先 千種区社会福祉協議会　TEL７６３－１５３１

受講者募集!!

法人会員のご紹介（大口会員）
※3口以上

善意の小箱善意の小箱

※賛助会費は年会費として毎年、集金させていただきます。（ただし、お申し出があれば会員登録を廃止します。）

法人･団体 （年間）1口 5,000円個人 （年間）1口 500円賛助会費

千種
区社会福祉協議会 

いっしょに進めて
みませんか？

誰もが安心して
暮らせる
まちづくり

・学区地域福祉推進協議会への助成
・目の不自由な方のための広報なごや
　点訳版録音テープ版の作成
・ボランティア情報誌「ティアラ｣･
  ｢はなみずきのまちだより」の発行

千種区社会福祉協議会では、区民の皆様とともに地域福祉を推進する
にあたり、地域での福祉事業を支援するため、会員としてその経費に
ご協力いただく賛助会員を広く募集いたします。

千種区社会福祉協議会では、区民の皆様とともに地域福祉を推進する
にあたり、地域での福祉事業を支援するため、会員としてその経費に
ご協力いただく賛助会員を広く募集いたします。

平成23年度平成23年度

第50号　はなみずきのまちだより(１)(８)はなみずきのまちだより　第50号

 



名古屋市立工芸高校の生徒さんに
感謝状を贈呈しました。

　千種区社会福祉協議会では、平成２３年度におきましても「つながる・ひろがる・かよいあう」をテーマ
に、地域のみなさまと共に「誰もが住みやすい福祉のまちづくり」を目指して、地域のみなさまからの賛
助会費や寄付金、共同募金の配分金などを貴重な財源として、さまざまな事業をすすめていきます。み
なさまのご理解・ご協力をお願いいたします。

　「名古屋市高齢者はつらつ長寿
推進事業」は、健康増進活動やレ
クリエーションを通じて介護予防
についての理解を深めていただく
とともに、自主活動・地域活動へ
の参加により、地域において元気
でいきいきとして生活が送れるよ
う支援する事業です。
　千種区では、市営金児荘集会所
の他７ヶ所で、週１回実施してい
ます。4月から9月を前期、10月
から3月を後期としています。次回募集は、平成23年8月上旬を予定しています。

※「名古屋市高齢者はつらつ長寿推進事業」は、名古屋市からの委託を受け、名古屋市内
　在住の65歳以上の方を対象に、社会福祉法人名古屋市千種区社会福祉協議会が
　運営する公的な事業です

千種区社会福祉協議会
平成２３年度 事業計画のあらまし

千種区社会福祉協議会
平成２３年度 事業計画のあらまし

名古屋市高齢者はつらつ長寿推進事業を
実施しています！！！

名古屋市高齢者はつらつ長寿推進事業を
実施しています！！！

地域福祉活動計画の推進
第２次地域福祉活動計画の推進

ボランティア活動の推進
ボランティアセンターの運営（相談、登録、
需給調整、活動保険等）
ボランティア連絡協議会の運営支援
ボランティア・ＮＰＯ応援助成事業の実施
点訳ボランティア養成講座等の各種講座の開催

広報・啓発
広報紙「はなみずきのまちだより」の発行
ホームページの運営 など

地域福祉財源の確保
賛助会員の募集
赤い羽根共同募金運動への協力 など

地域の福祉ネットワークづくり・
住民による福祉活動の推進
地域福祉活動に関する総合相談
地域福祉推進協議会への助成・活動支援
（推進協地域あんしん事業の実施支援）
ふれあい給食サービス事業への助成、活動支援
福祉見学ツアーの開催

赤い羽根共同募金配分金による
地域福祉活動への助成、支援
区内福祉団体における地域福祉活動への助成 など

高齢者・障がい者・低所得世帯等の援助
生活福祉資金の貸付（県社協協力事業）
緊急小口資金貸付事業償還事業 など

千種区西部いきいき支援センターの運営

高齢者の生きがいづくりと
地域活動参加の促進
名古屋市高齢者はつらつ長寿推進事業の実施 など

千種区在宅サービスセンターの運営
研修室、調理実習室、ボランティアルームの貸出 など

介護保険による在宅福祉サービスの実施
通所介護（デイサービス）事業の実施
訪問介護（なごやかヘルプ）事業の実施
居宅介護支援事業の実施

①

③

④

⑤

②

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

収入 会費収入 7,571
寄付金収入 3
補助金収入 5,046
助成金収入 44,346
受託金収入 2,359
事業収入 272
貸付事業収入 200
共同募金配分金収入 12,827
介護保険収入 61,563
雑収入 512
借入金償還補助金収入 10,472
その他 125
前期繰越金 16,676
収入合計 161,972

支出 人件費支出 76,131
事務費支出 7,588
事業費支出 29,403
助成金支出 21,270
負担金支出 265
借入金償還支出 10,672
積立預金支出 10,002
その他 4,521
予備費 2,120
 
 
 
 
支出合計 161,972

平成23年度 予算のあらまし

実施主体である市社協に協力し、高齢者の相
談に対し、包括的・継続的マネジメント支援を
社会福祉士・保健師（看護師）・主任介護支援
専門員などの専門職員が連携して行います。

　千種区障害者地域自立支援協議会で
は、障害者施設や福祉サービス事業所
の製品を紹介する「製品カタログ」を
作成しています。製品カタログはＡ4
判８ページの構成で、手作りパン、お
弁当やアクセサリーなどを写真入りで
掲載いたします。
　作成後は本会を始め、千種区役所や
各施設・事業所などで配架を予定して
おります。なお、この「製品カタロ
グ」のデザインは、東区の名古屋市立
工芸高校グラフィックアーツ科の生徒
さんに制作していただきました。
　皆さんとても熱心に取り組んでいた
だき、その完成度の高さは各施設・事
業所にとても好評なものとなりまし
た。皆さんにも早く見ていただきたい
と作成を急いでいます。

千種区障害者地域自立支援協議会からのお知らせ

会費収入 7,021
寄付金収入 3
補助金収入 4,893
助成金収入 45,581
受託金収入 11,319
事業収入 306
貸付事業収入 200
共同募金配分金収入 11,670
介護保険収入 58,235
雑収入 572
借入金償還補助金収入 10,391
その他 600
前期繰越金 14,276
収入合計 165,067

（千円）

人件費支出 86,672
事務費支出 7,119
事業費支出 27,241
助成金支出 20,693
負担金支出 478
借入金償還支出 10,591
積立預金支出 8,002
その他 3,021
予備費 1,250
 
 
 
 
支出合計 165,067

 【うさぎ籠】

（千円）

完成した作品 （会場において参加者の方が作った作品の一部です）

【椿】

千種区障害者地域生活支援センター
TEL/FAX 052-711-2508

連絡先

第50号　はなみずきのまちだより(７)(２)はなみずきのまちだより　第50号



千種区東部いきいき支援センター
（千種区桜が丘11－１）
TEL 052－781－8343
FAX 052－781－8346

千種区共同募金委員会 TEL 763－1531
(西崎町2-4-1　千種区在宅サービスセンター内）

家族サロン（憩いの場）

 第1回 4/22日（金） 4/21日（木）
 第2回 5/13日（金） 5/26日（木）
 第3回 6/10日（金） 6/23日（木）
 第4回 7/22日（金） 7/21日（木）
 第5回 8/26日（金） 8/25日（木）
 第6回 9 / 9日（金） 9/22日（木）

ようこそ家族教室へ 講師：いきいき支援センター職員
認知症について正しく理解しよう 講師：黒川医院院長　黒川豊　先生
介護保険サービスなどについて知ろう 講師：いきいき支援センター職員
認知症の方へのかかわりについて学ぼう 講師：介護施設等で認知症介護に携わる専門職
介護体験を聞こう 講師：認知症の人と家族の会
今後の仲間づくり 講師：いきいき支援センター職員

認知症高齢者を介護するご家族等を対象に、千種区いきいき支援センターでは４つの事業を実施しています。
２３年度上半期の日程が以下のように決まりました。みなさんの参加を心待ちにしています。

～認知症を理解し、支援の輪を広げましょう～

東　部 西　部 内　　　容

～みなさんでお話しませんか？～

開催日 毎月1回
時　間 東部 午後１時30分から３時30分
 西部 午前10時から午後１時

～忘れても大丈夫　安心して暮らせるまちづくり～

連絡先

認知症に関する普及啓発
認知症の方が住みなれた地域で自分らしく暮らすためには、ご家族だけでなく地域にお住まいの方々の
理解や支えが必要です。いきいき支援センターでは認知症に関する普及啓発のため､「認知症サポー
ター養成講座」を実施します。

 開催月 東　部 西　部
 4月 21日（木) 25日（月)
 5月 12日（木) 23日（月)
 6月 16日（木) 27日（月)
 7月 21日（木) 25日（月)
 8月 18日（木) 22日（月)
 9月 15日（木) 26日（月)

 開催月 東　部 西　部
 7月 28日（木) 20日（水)
 8月 25日（木) 17日（水)
 9月 22日（木) 21日（水)

医師（もの忘れ相談医）の専門相談
～あれ？何だかおかしいなと思ったら～

開催日 毎月1回
時　間 午後２時から３時30分
定　員 ３名(先着順)

 開催月 東　部 西　部
 4月 19日（火) 22日（金)
 5月 17日（火) 27日（金)
 6月 21日（火) 24日（金)
 7月 19日（火) 22日（金)
 8月   9日（火) 26日（金)
 9月 13日（火) 16日（金)

日頃の介護の悩みや不安を話し合う交流会や情報
交換などを行います。

認知症高齢者を介護しているご家族向けの教室です。介護のヒントやリラックス方法を学びましょう。

認知症の症状や治療についてお困りのことが
ありましたら、お気軽にご相談ください。

「認知症サポーター養成講座」を受講し、 認知症についての
正しい知識を持った、認知症の方やご家族の応援者です。

認知症サポーターの
目印
認知症サポーターの
目印
認知症サポーターに
なるとオレンジリングが
もらえます

開催日 毎月1回
時　間 午後１時30分から３時30分

定　員 ２０名 (原則６回参加できる方が対象)
申　込 東部 ４／20（水）　　西部 ４／20（水）までに下記連絡先まで

平成22年度　募金額

赤い羽根共同募金 14,546,176円
歳末たすけあい募金 1,194,772円
合　計 15,740,948円

認知症家族教室

開催日 毎月1回
時　間 午後2時から3時30分

千種区いきいき支援センター
赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました!!赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました!!

“赤い羽根共同募金機能付自動販売機”のご紹介

23年度
上半期認知症高齢者を介護する家族支援事業認知症高齢者を介護する家族支援事業

ご希望の方のみ
自費でお弁当を
用意致します｡

千種区西部いきいき支援センター
(千種区西崎町2‒4‒1 千種区社会福祉協議会）
TEL 052－763－1530
FAX 052－763－1547

西

　部

東

　部

認知症
サポーターとは…

　昨年10月１日から12月31日まで実施された赤い羽根共同募金運動に、たくさんのご協力をいた
だきました。皆さまからお寄せいただいた募金は、千種区内の地域福祉事業に役立てていきたいと
思います。

～共同募金の使いみちの紹介コーナー㉑～

　母子生活支援施設である名古屋市にじが丘荘では、施設利用者と地
域住民の交流を図り、施設と地域の相互理解を深めることを目的とし
て「地域交流もちつき大会」を毎年行っています。
　今回は11月21日(日）に実施されましたが、天気もよく多くの方
にご参加いただき、もちつきを楽しみながら笑顔で交流されていまし
た。また、元施設利用者のご参加も多くあり、近況報告等、アフター
ケアを含めた催しとなっている点が特徴的です。
　このような地域交流をとおして、福祉の輪がさらに広がっていけば
素晴らしいですね。

　千種区共同募金委員会では、売上の一部が共同募金に寄付される自動販売機
の設置を推進しています。他の自動販売機と値段も変わらないため、飲み物を
買うだけでどなたでも気軽に募金活動に参加していただけます。
　現在、千種区内では千種区在宅サービスセンターと上野コミュニティセン
ターの２箇所に設置されていますが、区内の様々な場所で気軽に募金活動にご
参加いただけるよう、さらに拡充していきたいと考えています。
　この自動販売機の設置にご関心がございましたら、
ご説明・設置のお手伝いをさせていただきますので、
是非ご連絡をお願いします！

　お寄せいただきました共同募金は、愛知県共同募金会でまと
められ、約８割が千種区の地域福祉の向上に、約２割が県内
の社会福祉施設の整備や団体の事業に役立てられています。

皆さまからご協力いただいた共同募金は、地域の福祉活動の様々な場面で
役立てられています。ここでは､共同募金の使いみちをご紹介します。

名古屋市にじが丘荘「地域交流もちつき大会」

気軽に募金

●いずれも開催場所・申込・問合せは●

 開催月 東　部 西　部
 4月 28日（木) 20日（水)
 5月 26日（木) 18日（水)
 6月 23日（木) 15日（水)
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寄り合いへようこそ寄り合いへようこそ

～もしあなた（あなたの大切な人）の目が見えなくなったら～

地域の高齢者のことで困った時に、相談の仕組みってあるの？
地域の人同士もっと知りあいになりたいんですが･･･？

千種区社会福祉協議会 ボランティアセンター

TEL ７６３－１５３６

５月31日(火)までに所定の申請書類を提
出していただきます。
(申請書類は､本会･区役所等にあります｡)
助成時期は、７月上旬を予定しています｡
◉第１次審査：書類審査
◉第２次審査：公開プレゼンテーション
第１次審査通過団体には、平成23年
6月下旬に、１団体５分程度の公開プレ
ゼンテーションを行っていただきます｡

◉第３次審査：助成額の査定
第２次審査終了後、その結果を基に助
成額を決定します。

区内で活動するボランティアグループ
または特定非営利活動法人

地域福祉推進の視点から ｢誰もが安心して
生活できる福祉のまちづくり｣を目指す事
業で､平成24年３月31日までに、千種区
内で実施するものに対して助成します｡

総額120万円
ボランティアグループ
　総額60万円(１団体につき最高10万円)
特定非営利活動法人
　総額60万円(１団体につき最高20万円)

団体同士の交流会も開催します！
新しい出会いの輪を広げましょう!!

～赤い羽根共同募金配分金を
　　　　活用した一般公募助成～

　千種区内で活動する非営利の団体が、地域福祉推進の視点から「誰もが安心して生活できる
福祉のまちづくり」を目指す事業に対して助成します。
　新しいことにチャレンジするチャンスです!!  たくさんのご応募、お待ちしています｡

　千種区内で活動をしているボランティア団体及びNPO法人、地域で福祉
活動に関わっている人たちの新たな交流の場をつくり、地域福祉活動の活性
化を図ることを目的に“千種区の福祉を知ろう”を３月12日(土)におこな
いました。
　当日は大勢の方が参加され、名古屋盲学校はじめ児童デイサービスつくし
っこ、ボランティアグループのみなさんからお話を聞くことなどで、視覚障
がいについて『見て・聞いて・知る』機会となり、千種区が誰もが住みやす
いまちにするために考えるきっかけづくりになりました。
　参加されたみなさんは、新しい出会いや発見につながる機会になりました

　助成を受けた団体による赤い羽根共同募金にご協力いただいた区民の皆様への感謝と、
助成金により「どのようなことに役に立ったのか」をご紹介します。

　今回助成金をいただいたお陰で、地域の皆様と共に音楽を楽しむひとときを持つことが
できました。ありがとうございました。
　コンサートでの演奏終了後のアンケートによると、お客様の多くは、遠くまで出かけづらい
方や帰宅が夜になるようなコンサートに行くことをためらうお子様連れの方や
高齢者の方でした。このコンサートにより、地域での暮らしやすさの向上に貢献
できたように思います。

昨年の第２次審査会（公開プレゼンテーション）の様子

昨年の交流会の様子

ボランティア・ＮＰＯ応援助成
申請団体募集!!
ボランティア・ＮＰＯ応援助成
申請団体募集!!

対象
団体 方法

対象
事業

助成
金額

詳しい内容は下記まで

120総
額

万円

※詳細は千種区西部いきいき支援センター　TEL 763－1530 までお問合せください

開催場所 高見学区：乗西寺ホール(仲田2‒6‒13)
 春岡学区：春岡コミュニティセンター(春岡2‒5‒44)
 田代学区：千種区社会福祉協議会(西崎町2‒4‒1)
開 催 日 下表のとおり　　時　間　3会場とも14時00分～16時00分

■寄り合い開催日

　こんな悩みを解消し、地域の中で「顔の見える関係づくり」を作るのが寄り合いです。
現在千種区では高見学区、春岡学区、田代学区で開催しております。
誰でも自主・自由参加ですからお気軽に一度のぞいてみませんか？

今回は、3月12日に開催した計画の実施項目⑤地域福祉活動者の交流とネットワーク
づくりの推進についてご報告します。

第2次地域福祉活動計画“進捗状況”報告第2次地域福祉活動計画“進捗状況”報告
～つながる・ひろがる・かよいあう～～つながる・ひろがる・かよいあう～

  高見学区 春岡学区 田代学区
 10月  24日(月)
 11月 28日(月)  14日(月)
 12月  19日(月)
 1月 23日(月)  16日(月)
 2月  27日(月)
 3月 26日(月)  12日(月)

「千種区の福祉を知ろう」

 高見学区 春岡学区 田代学区
4月  25日(月) 
5月 23日(月)  16日(月)
6月  27日(月) 
7月 11日(月)  25日(月)
8月  22日(月)
9月 12日(月)  26日(月)

平成２２年度助成団体“ありがとうメッセージ”平成２２年度助成団体“ありがとうメッセージ”

名古屋ファミリーウィンド　フルール
フルールクリスマスコンサート
　平成２２年１２月２５日（土）　本山生活文化会館

助成団体名
助成金で行った事業
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第１次審査通過団体には、平成23年
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開 催 日 下表のとおり　　時　間　3会場とも14時00分～16時00分

■寄り合い開催日

　こんな悩みを解消し、地域の中で「顔の見える関係づくり」を作るのが寄り合いです。
現在千種区では高見学区、春岡学区、田代学区で開催しております。
誰でも自主・自由参加ですからお気軽に一度のぞいてみませんか？

今回は、3月12日に開催した計画の実施項目⑤地域福祉活動者の交流とネットワーク
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第2次地域福祉活動計画“進捗状況”報告第2次地域福祉活動計画“進捗状況”報告
～つながる・ひろがる・かよいあう～～つながる・ひろがる・かよいあう～

  高見学区 春岡学区 田代学区
 10月  24日(月)
 11月 28日(月)  14日(月)
 12月  19日(月)
 1月 23日(月)  16日(月)
 2月  27日(月)
 3月 26日(月)  12日(月)

「千種区の福祉を知ろう」
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千種区東部いきいき支援センター
（千種区桜が丘11－１）
TEL 052－781－8343
FAX 052－781－8346

千種区共同募金委員会 TEL 763－1531
(西崎町2-4-1　千種区在宅サービスセンター内）

家族サロン（憩いの場）

 第1回 4/22日（金） 4/21日（木）
 第2回 5/13日（金） 5/26日（木）
 第3回 6/10日（金） 6/23日（木）
 第4回 7/22日（金） 7/21日（木）
 第5回 8/26日（金） 8/25日（木）
 第6回 9 / 9日（金） 9/22日（木）

ようこそ家族教室へ 講師：いきいき支援センター職員
認知症について正しく理解しよう 講師：黒川医院院長　黒川豊　先生
介護保険サービスなどについて知ろう 講師：いきいき支援センター職員
認知症の方へのかかわりについて学ぼう 講師：介護施設等で認知症介護に携わる専門職
介護体験を聞こう 講師：認知症の人と家族の会
今後の仲間づくり 講師：いきいき支援センター職員

認知症高齢者を介護するご家族等を対象に、千種区いきいき支援センターでは４つの事業を実施しています。
２３年度上半期の日程が以下のように決まりました。みなさんの参加を心待ちにしています。

～認知症を理解し、支援の輪を広げましょう～

東　部 西　部 内　　　容

～みなさんでお話しませんか？～

開催日 毎月1回
時　間 東部 午後１時30分から３時30分
 西部 午前10時から午後１時

～忘れても大丈夫　安心して暮らせるまちづくり～

連絡先

認知症に関する普及啓発
認知症の方が住みなれた地域で自分らしく暮らすためには、ご家族だけでなく地域にお住まいの方々の
理解や支えが必要です。いきいき支援センターでは認知症に関する普及啓発のため､「認知症サポー
ター養成講座」を実施します。

 開催月 東　部 西　部
 4月 21日（木) 25日（月)
 5月 12日（木) 23日（月)
 6月 16日（木) 27日（月)
 7月 21日（木) 25日（月)
 8月 18日（木) 22日（月)
 9月 15日（木) 26日（月)

 開催月 東　部 西　部
 7月 28日（木) 20日（水)
 8月 25日（木) 17日（水)
 9月 22日（木) 21日（水)

医師（もの忘れ相談医）の専門相談
～あれ？何だかおかしいなと思ったら～

開催日 毎月1回
時　間 午後２時から３時30分
定　員 ３名(先着順)

 開催月 東　部 西　部
 4月 19日（火) 22日（金)
 5月 17日（火) 27日（金)
 6月 21日（火) 24日（金)
 7月 19日（火) 22日（金)
 8月   9日（火) 26日（金)
 9月 13日（火) 16日（金)

日頃の介護の悩みや不安を話し合う交流会や情報
交換などを行います。

認知症高齢者を介護しているご家族向けの教室です。介護のヒントやリラックス方法を学びましょう。

認知症の症状や治療についてお困りのことが
ありましたら、お気軽にご相談ください。

「認知症サポーター養成講座」を受講し、 認知症についての
正しい知識を持った、認知症の方やご家族の応援者です。

認知症サポーターの
目印
認知症サポーターの
目印
認知症サポーターに
なるとオレンジリングが
もらえます

開催日 毎月1回
時　間 午後１時30分から３時30分

定　員 ２０名 (原則６回参加できる方が対象)
申　込 東部 ４／20（水）　　西部 ４／20（水）までに下記連絡先まで

平成22年度　募金額

赤い羽根共同募金 14,546,176円
歳末たすけあい募金 1,194,772円
合　計 15,740,948円

認知症家族教室

開催日 毎月1回
時　間 午後2時から3時30分

千種区いきいき支援センター
赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました!!赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました!!

“赤い羽根共同募金機能付自動販売機”のご紹介

23年度
上半期認知症高齢者を介護する家族支援事業認知症高齢者を介護する家族支援事業

ご希望の方のみ
自費でお弁当を
用意致します｡

千種区西部いきいき支援センター
(千種区西崎町2‒4‒1 千種区社会福祉協議会）
TEL 052－763－1530
FAX 052－763－1547

西

　部

東

　部

認知症
サポーターとは…

　昨年10月１日から12月31日まで実施された赤い羽根共同募金運動に、たくさんのご協力をいた
だきました。皆さまからお寄せいただいた募金は、千種区内の地域福祉事業に役立てていきたいと
思います。

～共同募金の使いみちの紹介コーナー㉑～

　母子生活支援施設である名古屋市にじが丘荘では、施設利用者と地
域住民の交流を図り、施設と地域の相互理解を深めることを目的とし
て「地域交流もちつき大会」を毎年行っています。
　今回は11月21日(日）に実施されましたが、天気もよく多くの方
にご参加いただき、もちつきを楽しみながら笑顔で交流されていまし
た。また、元施設利用者のご参加も多くあり、近況報告等、アフター
ケアを含めた催しとなっている点が特徴的です。
　このような地域交流をとおして、福祉の輪がさらに広がっていけば
素晴らしいですね。

　千種区共同募金委員会では、売上の一部が共同募金に寄付される自動販売機
の設置を推進しています。他の自動販売機と値段も変わらないため、飲み物を
買うだけでどなたでも気軽に募金活動に参加していただけます。
　現在、千種区内では千種区在宅サービスセンターと上野コミュニティセン
ターの２箇所に設置されていますが、区内の様々な場所で気軽に募金活動にご
参加いただけるよう、さらに拡充していきたいと考えています。
　この自動販売機の設置にご関心がございましたら、
ご説明・設置のお手伝いをさせていただきますので、
是非ご連絡をお願いします！

　お寄せいただきました共同募金は、愛知県共同募金会でまと
められ、約８割が千種区の地域福祉の向上に、約２割が県内
の社会福祉施設の整備や団体の事業に役立てられています。

皆さまからご協力いただいた共同募金は、地域の福祉活動の様々な場面で
役立てられています。ここでは､共同募金の使いみちをご紹介します。

名古屋市にじが丘荘「地域交流もちつき大会」

気軽に募金

●いずれも開催場所・申込・問合せは●

 開催月 東　部 西　部
 4月 28日（木) 20日（水)
 5月 26日（木) 18日（水)
 6月 23日（木) 15日（水)
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名古屋市立工芸高校の生徒さんに
感謝状を贈呈しました。

　千種区社会福祉協議会では、平成２３年度におきましても「つながる・ひろがる・かよいあう」をテーマ
に、地域のみなさまと共に「誰もが住みやすい福祉のまちづくり」を目指して、地域のみなさまからの賛
助会費や寄付金、共同募金の配分金などを貴重な財源として、さまざまな事業をすすめていきます。み
なさまのご理解・ご協力をお願いいたします。

　「名古屋市高齢者はつらつ長寿
推進事業」は、健康増進活動やレ
クリエーションを通じて介護予防
についての理解を深めていただく
とともに、自主活動・地域活動へ
の参加により、地域において元気
でいきいきとして生活が送れるよ
う支援する事業です。
　千種区では、市営金児荘集会所
の他７ヶ所で、週１回実施してい
ます。4月から9月を前期、10月
から3月を後期としています。次回募集は、平成23年8月上旬を予定しています。

※「名古屋市高齢者はつらつ長寿推進事業」は、名古屋市からの委託を受け、名古屋市内
　在住の65歳以上の方を対象に、社会福祉法人名古屋市千種区社会福祉協議会が
　運営する公的な事業です

千種区社会福祉協議会
平成２３年度 事業計画のあらまし

千種区社会福祉協議会
平成２３年度 事業計画のあらまし

名古屋市高齢者はつらつ長寿推進事業を
実施しています！！！

名古屋市高齢者はつらつ長寿推進事業を
実施しています！！！

地域福祉活動計画の推進
第２次地域福祉活動計画の推進

ボランティア活動の推進
ボランティアセンターの運営（相談、登録、
需給調整、活動保険等）
ボランティア連絡協議会の運営支援
ボランティア・ＮＰＯ応援助成事業の実施
点訳ボランティア養成講座等の各種講座の開催

広報・啓発
広報紙「はなみずきのまちだより」の発行
ホームページの運営 など

地域福祉財源の確保
賛助会員の募集
赤い羽根共同募金運動への協力 など

地域の福祉ネットワークづくり・
住民による福祉活動の推進
地域福祉活動に関する総合相談
地域福祉推進協議会への助成・活動支援
（推進協地域あんしん事業の実施支援）
ふれあい給食サービス事業への助成、活動支援
福祉見学ツアーの開催

赤い羽根共同募金配分金による
地域福祉活動への助成、支援
区内福祉団体における地域福祉活動への助成 など

高齢者・障がい者・低所得世帯等の援助
生活福祉資金の貸付（県社協協力事業）
緊急小口資金貸付事業償還事業 など

千種区西部いきいき支援センターの運営

高齢者の生きがいづくりと
地域活動参加の促進
名古屋市高齢者はつらつ長寿推進事業の実施 など

千種区在宅サービスセンターの運営
研修室、調理実習室、ボランティアルームの貸出 など

介護保険による在宅福祉サービスの実施
通所介護（デイサービス）事業の実施
訪問介護（なごやかヘルプ）事業の実施
居宅介護支援事業の実施

①

③

④

⑤

②

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

収入 会費収入 7,571
寄付金収入 3
補助金収入 5,046
助成金収入 44,346
受託金収入 2,359
事業収入 272
貸付事業収入 200
共同募金配分金収入 12,827
介護保険収入 61,563
雑収入 512
借入金償還補助金収入 10,472
その他 125
前期繰越金 16,676
収入合計 161,972

支出 人件費支出 76,131
事務費支出 7,588
事業費支出 29,403
助成金支出 21,270
負担金支出 265
借入金償還支出 10,672
積立預金支出 10,002
その他 4,521
予備費 2,120
 
 
 
 
支出合計 161,972

平成23年度 予算のあらまし

実施主体である市社協に協力し、高齢者の相
談に対し、包括的・継続的マネジメント支援を
社会福祉士・保健師（看護師）・主任介護支援
専門員などの専門職員が連携して行います。

　千種区障害者地域自立支援協議会で
は、障害者施設や福祉サービス事業所
の製品を紹介する「製品カタログ」を
作成しています。製品カタログはＡ4
判８ページの構成で、手作りパン、お
弁当やアクセサリーなどを写真入りで
掲載いたします。
　作成後は本会を始め、千種区役所や
各施設・事業所などで配架を予定して
おります。なお、この「製品カタロ
グ」のデザインは、東区の名古屋市立
工芸高校グラフィックアーツ科の生徒
さんに制作していただきました。
　皆さんとても熱心に取り組んでいた
だき、その完成度の高さは各施設・事
業所にとても好評なものとなりまし
た。皆さんにも早く見ていただきたい
と作成を急いでいます。

千種区障害者地域自立支援協議会からのお知らせ

会費収入 7,021
寄付金収入 3
補助金収入 4,893
助成金収入 45,581
受託金収入 11,319
事業収入 306
貸付事業収入 200
共同募金配分金収入 11,670
介護保険収入 58,235
雑収入 572
借入金償還補助金収入 10,391
その他 600
前期繰越金 14,276
収入合計 165,067

（千円）

人件費支出 86,672
事務費支出 7,119
事業費支出 27,241
助成金支出 20,693
負担金支出 478
借入金償還支出 10,591
積立預金支出 8,002
その他 3,021
予備費 1,250
 
 
 
 
支出合計 165,067

 【うさぎ籠】

（千円）

完成した作品 （会場において参加者の方が作った作品の一部です）

【椿】

千種区障害者地域生活支援センター
TEL/FAX 052-711-2508

連絡先

第50号　はなみずきのまちだより(７)(２)はなみずきのまちだより　第50号



編集・発行 千種区社会福祉協議会

はなみずきの
まちだより

はなみずきの
まちだより

2011年4月2011年4月

第50号第50号
名古屋市千種区西崎町二丁目４番地の１

ホームページ
http://www.chikusa-shakyo.jp

TEL 052-763-1531 FAX 052-763-1547

賛助会員
募集!!
賛助会員
募集!!

文

文

文

地下鉄覚王山 地下鉄本山

田代本町2

田代小

〒

地下鉄東山線

4番出口

城山中

田代公園 見付小

田代郵便局

田代本通3日進通

市バス（田代本通）

4番出口

フーズデキスヱ●

愛知銀行●

N

愛知学院大学
歯学部付属病院

末盛通2●

● NTT

● ガソリン
　スタンド

山
崎
川

地下鉄名城線

千種区の木：ハナミズキ　　千種区の花：アジサイ

　各ページにSPコードを載せました。SPコードとは、このコードの中に文字情報を記録することができ、専用の
読取機で読み取ると本紙の内容を「音声で聞く」ことができます。これにより、高齢者や目の不自由な方にもこの
広報紙の情報をご提供できるようになります。(携帯電話で読み取るQRコードではありません｡）
　SPコードをご利用した方がいらっしゃいましたら、千種区社会福祉協議会(TEL.763-1531)までご連絡ください｡

【応募方法】ハガキにクイズの答えと広報紙「はなみずきのまちだより」の感想をお書き
ください。住所・氏名・電話番号・年齢を明記のうえ千種区社会福祉協議会「社協クイ
ズ」係まで。締切は４月３０日(土)とさせていただきます。

本会では、千種区の地域福祉の推進のために寄付金等の受付をしています。
みなさまのあたたかいご協力をお願いいたします。

　平成23年３月11日に発生した東北関東大震災により、被災された方々、ご家族のみなさまに、
心よりお見舞申しあげます。千種区共同募金委員会では、被害に遭われた方々への支援として、
義援金の募集・受付をおこなっております。
　みなさまのご理解とご支援をよろしくお願い申しあげます。

＜問合せ先＞千種区共同募金委員会　　TEL７６３－１５３１

社会福祉法人
名古屋市千種区社会福祉協議会
（千種区在宅サービスセンター内）

〒464-0825／名古屋市千種区西崎町二丁目４番地の１
●お問い合わせ先
TEL 【代表】052-763-1531
 【ボランティアセンター】052-763-1536
 【千種区西部いきいき支援センター】052-763-1530
FAX 052-763-1547
ホームページ      　 http://www.chikusa-shakyo.jp

●公共交通機関のご案内 市バス 金山11号系統（金山-池下) •••••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 栄16号系統（栄-名古屋大学) •••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 名駅17号系統（名古屋駅-名古屋大学) •••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 千種巡回系統（地下鉄自由ヶ丘-地下鉄自由ヶ丘) •• 田代本通 下車徒歩5分

地下鉄 東山線「覚王山」4番出口  または  東山線・名城線「本山」4番出口 下車徒歩10分

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

駐車場がございませんので、
公共交通機関をご利用ください。

千種区
社会福祉
協議会

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

社 協
しゃきょう

①第３０号　　　②第４０号　　　③第５０号

東北関東大震災義援金の募集・受付

☆正解者の中から抽選で１０名に記念品をプレゼントします。

Ｑ. 今回発行の「はなみずきのまちだより」は、何号でしょうか。

SPコード

ご賛同いただいた賛助会費は下記の
事業に使われています。

平成22年度 賛助会費

・株式会社 平安 様
・樫尾クリニック 様

点訳ボランティア養成講座点訳ボランティア養成講座
日　時 平成23年５月９日(月)～７月11日(月) 全10回   10時00分～12時00分　
場　所 千種区社会福祉協議会（千種区西崎町２－４－１）
対　象 講座終了後、区内点訳ボランティアグループにて
 ボランティア活動をしていただける方
定　員 20名（応募者多数の場合は抽選)
参加費 1,700円（教材費・保険料）
申込み ４月27日(水)までに電話にて申し込み
問合先 千種区社会福祉協議会　TEL７６３－１５３１

受講者募集!!

法人会員のご紹介（大口会員）
※3口以上

善意の小箱善意の小箱

※賛助会費は年会費として毎年、集金させていただきます。（ただし、お申し出があれば会員登録を廃止します。）

法人･団体 （年間）1口 5,000円個人 （年間）1口 500円賛助会費

千種
区社会福祉協議会 

いっしょに進めて
みませんか？

誰もが安心して
暮らせる
まちづくり

・学区地域福祉推進協議会への助成
・目の不自由な方のための広報なごや
　点訳版録音テープ版の作成
・ボランティア情報誌「ティアラ｣･
  ｢はなみずきのまちだより」の発行

千種区社会福祉協議会では、区民の皆様とともに地域福祉を推進する
にあたり、地域での福祉事業を支援するため、会員としてその経費に
ご協力いただく賛助会員を広く募集いたします。

千種区社会福祉協議会では、区民の皆様とともに地域福祉を推進する
にあたり、地域での福祉事業を支援するため、会員としてその経費に
ご協力いただく賛助会員を広く募集いたします。

平成23年度平成23年度

第50号　はなみずきのまちだより(１)(８)はなみずきのまちだより　第50号

 


